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1. 2021年3月期の連結業績（2020年4月1日～2021年3月31日）

(1) 連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 28,631 △24.8 △4,129 ― △3,178 ― △2,248 ―

2020年3月期 38,094 △1.7 1,044 2.2 1,215 1.6 220 39.1

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当た

り当期純利益
自己資本当期純利

益率
総資産経常利益率 売上高営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2021年3月期 △859.15 ― △7.8 △7.9 △14.4

2020年3月期 84.08 ― 0.7 2.9 2.7

（参考） 持分法投資損益 2021年3月期 20百万円 2020年3月期 21百万円

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 38,664 27,691 70.6 10,429.49

2020年3月期 41,365 31,061 74.1 11,716.59

（参考） 自己資本 2021年3月期 27,296百万円 2020年3月期 30,667百万円

(3) 連結キャッシュ・フローの状況
営業活動によるキャッシュ・フロー 投資活動によるキャッシュ・フロー 財務活動によるキャッシュ・フロー 現金及び現金同等物期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2021年3月期 330 82 △146 9,945

2020年3月期 3,628 △2,184 △146 9,678

2. 配当の状況

年間配当金 配当金総額
（合計）

配当性向
（連結）

純資産配当
率（連結）第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2020年3月期 ― ― ― 50.00 50.00 144 59.5 0.4

2021年3月期 ― ― ― ― ― ― ― ―

2022年3月期(予想) ― ― ― ― ― ―

（注）2021年3月期及び2022年3月期の配当予想については、未定としております。

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

　2022年3月期の連結業績予想につきましては、現時点において新型コロナウイルス感染症拡大による影響を適正かつ合理的に算定することが困難であ
ることから未定としております。今後、業績予想の算定が可能になった段階で速やかに公表いたします。



※ 注記事項

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　：　無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 　：　無

② ①以外の会計方針の変更 　：　無

③ 会計上の見積りの変更 　：　無

④ 修正再表示 　：　無

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期 3,146,000 株 2020年3月期 3,146,000 株

② 期末自己株式数 2021年3月期 528,789 株 2020年3月期 528,549 株

③ 期中平均株式数 2021年3月期 2,617,332 株 2020年3月期 2,617,536 株

（参考）個別業績の概要

2021年3月期の個別業績（2020年4月1日～2021年3月31日）

(1) 個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期 14,359 △35.4 △3,868 ― △3,066 ― △2,156 ―

2020年3月期 22,215 △0.6 465 △17.5 923 △16.0 1 △99.5

1株当たり当期純利益
潜在株式調整後1株当たり当期純

利益
円 銭 円 銭

2021年3月期 △743.80 ―

2020年3月期 0.45 ―

(2) 個別財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

2021年3月期 30,355 21,186 69.8 7,308.86

2020年3月期 32,792 24,445 74.5 8,432.54

（参考） 自己資本 2021年3月期 21,186百万円 2020年3月期 24,445百万円

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　2022年3月期の連結業績予想については、現時点では新型コロナウイルス感染症拡大による業績への影響を適正かつ合理的に算定することが困難であ
ることから、未定としております。今後、業績予想の算定が可能になった段階で速やかに公表いたします。
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１．経営成績等の概況

(1）当期の経営成績の概況

      当連結会計年度におけるわが国経済は、新型コロナウイルスの世界的な感染拡大に収束を見通せない中、社会経済

活動の停滞が続き、企業収益の急速な減少や雇用環境の悪化など、依然として極めて厳しい状況で推移しました。道

内の経済においても、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、観光需要の大幅な減少や個人消費の低迷など、

厳しい状況が続いております。 

      このような経営環境の中、当社グループは、地域社会に密着した事業を積極的に展開するとともに、経営効率を高

め収支改善や経営体質の強化など、企業価値の向上に取り組んでまいりましたが、旅客自動車運送事業、観光事業に

おいて新型コロナウイルス感染症拡大の影響を大きく受けました。

当連結会計年度の業績は、売上高は28,631百万円（前連結会計年度比24.8％減）、営業損失は4,129百万円（前連

結会計年度は1,044百万円の営業利益）、経常損失は3,178百万円（前連結会計年度は1,215百万円の経常利益）、親

会社株主に帰属する当期純損失は2,248百万円（前連結会計年度は220百万円の親会社株主に帰属する当期純利益）と

なりました。 
 

事業別の経営成績は、次のとおりであります。 
 

  ①  旅客自動車運送事業

乗合運送事業は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、かつてない大幅な減収を余儀なくされました。

その中においても、バス車内及び施設の感染防止対策を徹底するとともに、人の移動の抑制やインバウンド需要

の消失により大きく減少したバス需要に合わせて、細やかに運行便数の減便を行い、緊急事態宣言の解除や外出

自粛要請の緩和に合わせて、運休便を再開するなど柔軟な対応を図りながら運行し、地域の公共交通機関として

の役割を果たしてきました。また、予ねてから懸案の多言語対応のバスロケーションシステムを、小樽市の補助

金を受け市内全域の路線バスに導入し、サービスの向上を図りました。 

貸切運送事業は、乗合運送事業以上に影響を受け、大幅な減収となりました。 
 
この結果、売上高は13,760百万円（前連結会計年度比36.1％減）、設備投資計画は不要不急の投資等を控え、全

面的に見直すなど費用の削減を図りましたが、4,229百万円の営業損失(前連結会計年度は302百万円の営業利益)

となりました。 
 

  ②  建設業 

建設業は、受注競争の激化により受注高は減少しましたが、完成工事高は増加しました。 
 
この結果、売上高は10,547百万円（前連結会計年度比2.3％増）、営業利益は348百万円(同9.8％増)となりまし

た。 
 

③  清掃業・警備業 

清掃業・警備業は、受注の減少により減収となりました。 
 
この結果、売上高は3,022百万円（前連結会計年度比3.1％減）、営業利益は125百万円(同16.9％減)となりまし

た。 
 

  ④  不動産事業 

不動産事業は、テナントの退去により減収となりました。 
 
この結果、売上高は784百万円（前連結会計年度比0.7％減）、修繕費の減少により営業利益は386百万円(同

10.1％増）となりました。 
 

⑤  観光事業 

観光事業は、前述の旅客自動車運送事業以上に、人の移動の抑制やインバウンド需要の消失により利用客が大き

く減少しました。特に繰り返し発出された緊急事態宣言により、施設の休業や営業時間の短縮などを余儀なくさ

れ、各事業は大幅な減収となりました。 

ニセコアンヌプリ国際スキー場は、2019-2020シーズンの冬期営業をスキー客の減少により、例年よりも早く終

了しました。12月から開始した2020-2021シーズンの冬期営業においても、スキー客が大きく減少しました。 

小樽天狗山スキー場は、運休（68日間）を実施したほか、営業期間及び営業時間の短縮を行い、ロープウエイ利

用客が大きく減少しました。 

ニセコ温泉郷「いこいの湯宿いろは」は、４月下旬から６月末まで休館（70日間）しました。７月から営業を再

開しましたが、Go Toトラベル事業の停止や緊急事態宣言が発出され、旅行自粛の影響により、予約のキャンセル

が相次ぎ、宿泊客が大きく減少しました。 

砂川ハイウェイオアシス館は、道央自動車道に直結した観光施設でありますが、４月下旬から臨時休業（17日

間）を余儀なくされました。５月上旬から営業時間を短縮して営業を再開し、イベントを開催するなど集客に努

めましたが、利用客が大きく減少しました。 
 
この結果、売上高は725百万円（前連結会計年度比60.3％減）、660百万円の営業損失（前連結会計年度は76百万

円の営業損失）となりました。 
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  ⑥  その他の事業 

飲食業は、外食需要が減少したことにより、営業時間の短縮や臨時休業を余儀なくされました。テイクアウトメ

ニューの販売を新たに開始するなど集客に努めましたが、減収となりました。自動車教習所は、国や自治体の要

請を受け臨時休業（41日間）を実施しましたが、その後の入校生の増加により、増収となりました。旅行業は、

旅行需要が消失し臨時休業を実施しました。６月の営業再開後に、感染防止対策を徹底した旅行商品を企画し販

売したものの、旅行需要が回復せず、大幅な減収となりました。 
 
この結果、売上高は2,371百万円（前連結会計年度比36.3％減）、116百万円の営業損失（前連結会計年度は34百

万円の営業利益）となりました。 

（当社グループにおける売上高の季節的変動について） 

      観光事業は、スキー場営業期間の関係で、第４四半期の売上高が他の四半期に比べて高くなる季節的変動がありま

す。

 

 (2）当期の財政状態の概況 

（資産） 

 資産合計は38,664百万円（前連結会計年度比6.5％減）となりました。これは、有形固定資産の合計が2,011百

万円、投資有価証券が1,349百万円それぞれ減少したこと、現金及び預金が1,016百万円増加したこと等によるも

のであります。

（負債）

 負債合計は10,972百万円（前連結会計年度比6.5％増）となりました。これは、未払金が1,141百万円、預り金

が1,075百万円それぞれ増加したこと、設備関係支払手形が910百万円、設備関係未払金が556百万円それぞれ減少

したこと等によるものであります。

（純資産）

 純資産合計は27,691百万円（前連結会計年度比10.8％減）となりました。これは、利益剰余金が2,393百万円減

少したこと等によるものであります。

 

 (3）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末から266百万円増加

し、9,945百万円（前連結会計年度比2.8％増）となりました。

当連結会計年度における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

税金等調整前当期純損失1,546百万円に減価償却費等を加減した結果、得られた資金は330百万円（前連結会計年

度比90.9％減）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資有価証券の売却及び償還による収入2,176百万円、有形固定資産の取得による支出1,890百万円等により、得

られた資金は82百万円（前年同期は2,184百万円の資金の使用）となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

配当金の支払額が144百万円あったこと等により、使用した資金は146百万円（前連結会計年度比0.2％減）とな

りました。

 

 (4）今後の見通し 

 2022年３月期の連結業績予想については、現時点において新型コロナウイルス感染症拡大による業績への影響を適

正かつ合理的に算定することが困難であることから未定としております。今後、業績予想の算定が可能になった段階

で速やかに公表いたします。

 

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループの利害関係者の多くは、国内の株主、債権者、取引先等であり、国内の同業他社との比較可能性を確

保するため、会計基準につきましては日本基準を適用しております。 

 なお、国際会計基準の適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当連結会計年度 
(2021年３月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,984,519 8,000,821 

受取手形及び売掛金 3,749,044 4,005,400 

有価証券 3,200,000 2,450,000 

商品 34,972 33,150 

原材料及び貯蔵品 158,675 157,836 

未成工事支出金 21,685 5,502 

その他 465,034 680,544 

貸倒引当金 △10,280 △3,573 

流動資産合計 14,603,652 15,329,681 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 20,423,484 20,456,595 

減価償却累計額 △15,635,439 △15,933,657 

建物及び構築物（純額） 4,788,044 4,522,938 

機械及び装置 3,072,231 3,066,128 

減価償却累計額 △2,607,417 △2,672,501 

機械及び装置（純額） 464,814 393,626 

車両運搬具 28,676,742 27,396,884 

減価償却累計額 △22,403,374 △22,725,552 

車両運搬具（純額） 6,273,367 4,671,332 

工具、器具及び備品 1,665,539 1,678,516 

減価償却累計額 △1,422,346 △1,484,999 

工具、器具及び備品（純額） 243,193 193,516 

土地 10,043,397 10,020,006 

建設仮勘定 92 － 

有形固定資産合計 21,812,910 19,801,421 

無形固定資産 118,441 109,158 

投資その他の資産    

投資有価証券 4,289,089 2,939,790 

長期貸付金 35,118 35,095 

長期前払費用 24,365 22,621 

繰延税金資産 202,444 182,251 

その他 302,743 267,500 

貸倒引当金 △23,478 △23,177 

投資その他の資産合計 4,830,282 3,424,082 

固定資産合計 26,761,635 23,334,662 

資産合計 41,365,287 38,664,344 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(2020年３月31日) 
当連結会計年度 
(2021年３月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,142,428 2,001,591 

未払金 306,374 1,447,881 

未払費用 445,637 452,643 

未払消費税等 345,250 625,361 

未払法人税等 247,046 224,524 

前受金 522,582 368,245 

預り金 463,164 1,538,188 

賞与引当金 234,562 227,840 

完成工事補償引当金 2,199 2,572 

工事損失引当金 1,775 － 

設備関係支払手形 910,360 － 

設備関係未払金 622,582 65,864 

その他 6,183 2,812 

流動負債合計 6,250,148 6,957,526 

固定負債    

繰延税金負債 233,244 404,863 

退職給付に係る負債 2,918,953 2,721,468 

役員退職慰労引当金 340,604 341,609 

その他 561,068 547,294 

固定負債合計 4,053,871 4,015,236 

負債合計 10,304,019 10,972,762 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,100,000 2,100,000 

資本剰余金 759,341 759,341 

利益剰余金 28,272,309 25,878,675 

自己株式 △1,216,445 △1,217,340 

株主資本合計 29,915,205 27,520,677 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,129,126 190,424 

退職給付に係る調整累計額 △376,726 △414,925 

その他の包括利益累計額合計 752,399 △224,501 

非支配株主持分 393,662 395,405 

純資産合計 31,061,267 27,691,582 

負債純資産合計 41,365,287 38,664,344 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至  2020年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

売上高    

旅客自動車運送事業営業収益 21,444,924 13,693,258 

完成工事高 10,052,314 10,347,996 

その他の事業収益 6,597,579 4,590,481 

売上高合計 38,094,818 28,631,736 

売上原価    

旅客自動車運送事業営業費 18,055,611 15,159,308 

完成工事原価 8,858,411 9,118,460 

その他の事業売上原価 6,954,099 5,517,595 

売上原価合計 33,868,121 29,795,364 

売上総利益又は売上総損失（△） 4,226,696 △1,163,627 

販売費及び一般管理費 3,181,989 2,966,202 

営業利益又は営業損失（△） 1,044,706 △4,129,830 

営業外収益    

受取利息 14,168 12,369 

受取配当金 102,537 77,507 

助成金収入 13,904 820,368 

持分法による投資利益 21,477 20,096 

その他 20,603 24,036 

営業外収益合計 172,691 954,378 

営業外費用    

支払利息 459 270 

支払手数料 1,512 2,832 

その他 60 83 

営業外費用合計 2,032 3,186 

経常利益又は経常損失（△） 1,215,365 △3,178,637 

特別利益    

固定資産売却益 72,279 4,263 

補助金収入 172,280 73,073 

投資有価証券売却益 5,158 1,790,762 

その他 3,002 293 

特別利益合計 252,721 1,868,393 

特別損失    

固定資産除売却損 49,998 16,416 

固定資産圧縮損 165,967 63,058 

減損損失 254,509 115,593 

投資有価証券評価損 361,815 41,685 

その他 3,747 0 

特別損失合計 836,037 236,754 

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純損

失（△） 
632,049 △1,546,998 

法人税、住民税及び事業税 340,286 249,534 

法人税等調整額 44,460 449,681 

法人税等合計 384,747 699,215 

当期純利益又は当期純損失（△） 247,302 △2,246,214 

非支配株主に帰属する当期純利益 27,227 2,472 

親会社株主に帰属する当期純利益又は親会社株主に

帰属する当期純損失（△） 
220,075 △2,248,687 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

当期純利益又は当期純損失（△） 247,302 △2,246,214 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 403,378 △954,903 

退職給付に係る調整額 127,443 △38,198 

持分法適用会社に対する持分相当額 △13,209 16,572 

その他の包括利益合計 517,611 △976,529 

包括利益 764,914 △3,222,744 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 737,467 △3,225,587 

非支配株主に係る包括利益 27,446 2,843 
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（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度(自 2019年４月１日 至 2020年３月31日)

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,100,000 759,341 28,197,188 △1,215,819 29,840,710 

当期変動額          

剰余金の配当     △144,953   △144,953 

親会社株主に帰属する当期
純利益     220,075   220,075 

自己株式の取得       △625 △625 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － 75,121 △625 74,495 

当期末残高 2,100,000 759,341 28,272,309 △1,216,445 29,915,205 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券 
評価差額金 

退職給付に係る 
調整累計額 

その他の包括利益 
累計額合計 

当期首残高 739,177 △504,170 235,007 367,315 30,443,033 

当期変動額          

剰余金の配当         △144,953 

親会社株主に帰属する当期
純利益         220,075 

自己株式の取得         △625 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 389,948 127,443 517,392 26,346 543,738 

当期変動額合計 389,948 127,443 517,392 26,346 618,234 

当期末残高 1,129,126 △376,726 752,399 393,662 31,061,267 
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当連結会計年度(自 2020年４月１日 至 2021年３月31日)

        (単位：千円) 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 2,100,000 759,341 28,272,309 △1,216,445 29,915,205 

当期変動額          

剰余金の配当     △144,946   △144,946 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）     △2,248,687   △2,248,687 

自己株式の取得       △894 △894 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）          

当期変動額合計 － － △2,393,633 △894 △2,394,528 

当期末残高 2,100,000 759,341 25,878,675 △1,217,340 27,520,677 

 

           

  その他の包括利益累計額 

非支配株主持分 純資産合計 
 

その他有価証券 
評価差額金 

退職給付に係る 
調整累計額 

その他の包括利益 
累計額合計 

当期首残高 1,129,126 △376,726 752,399 393,662 31,061,267 

当期変動額          

剰余金の配当         △144,946 

親会社株主に帰属する当期
純損失（△）         △2,248,687 

自己株式の取得         △894 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

△938,701 △38,198 △976,900 1,743 △975,157 

当期変動額合計 △938,701 △38,198 △976,900 1,743 △3,369,685 

当期末残高 190,424 △414,925 △224,501 395,405 27,691,582 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益又は税金等調整前当期純

損失（△） 
632,049 △1,546,998 

減価償却費 2,475,999 2,269,334 

減損損失 254,509 115,593 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,805 △7,008 

賞与引当金の増減額（△は減少） 743 △6,721 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △82,703 △71,247 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 11,997 1,005 

受取利息及び受取配当金 △116,705 △89,877 

支払利息 459 270 

持分法による投資損益（△は益） △21,477 △20,096 

固定資産除却損 23,863 15,249 

固定資産売却損益（△は益） △46,144 △3,096 

投資有価証券売却損益（△は益） △2,947 △1,790,762 

投資有価証券評価損益（△は益） 361,815 41,685 

補助金収入 △172,280 △73,073 

固定資産圧縮損 165,967 63,058 

売上債権の増減額（△は増加） 380,755 △256,289 

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,340 18,844 

その他の流動資産の増減額（△は増加） 11,768 △386,856 

仕入債務の増減額（△は減少） 319,741 △140,837 

未払金の増減額（△は減少） △194,219 1,141,507 

未払費用の増減額（△は減少） △7,782 6,967 

未払消費税等の増減額（△は減少） 20,328 280,111 

前受金の増減額（△は減少） 1,863 △154,337 

預り金の増減額（△は減少） △222,239 1,075,024 

その他の流動負債の増減額（△は減少） 4,265 △3,371 

その他 20,513 △5,076 

小計 3,833,287 473,000 

利息及び配当金の受取額 116,287 90,413 

利息の支払額 △455 △232 

法人税等の支払額 △320,651 △232,263 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,628,467 330,917 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △577,180 △337,183 

定期預金の払戻による収入 426,576 506,379 

有価証券の償還による収入 100,000 － 

有形固定資産の取得による支出 △2,568,789 △1,890,060 

有形固定資産の売却による収入 131,615 8,519 

無形固定資産の取得による支出 △115,497 △26,922 

固定資産取得のための補助金収入 268,552 220,514 

投資有価証券の取得による支出 △421,266 △571,168 

投資有価証券の売却及び償還による収入 580,634 2,176,775 

貸付けによる支出 △9,446 △7,002 

貸付金の回収による収入 4,640 4,246 

その他 △4,766 △1,775 

投資活動によるキャッシュ・フロー △2,184,928 82,322 
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    (単位：千円) 

 
前連結会計年度 

(自 2019年４月１日 
 至 2020年３月31日) 

当連結会計年度 
(自 2020年４月１日 

 至 2021年３月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

自己株式の取得による支出 △625 △894 

配当金の支払額 △144,953 △144,946 

非支配株主への配当金の支払額 △1,100 △1,100 

財務活動によるキャッシュ・フロー △146,679 △146,941 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,296,859 266,298 

現金及び現金同等物の期首残高 8,381,907 9,678,767 

現金及び現金同等物の期末残高 9,678,767 9,945,065 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。

 

（追加情報）

会計上の見積りに対する新型コロナウイルス感染症の影響

固定資産の減損の判定及び繰延税金資産の回収可能性の判断等の会計上の見積りについては、新型コロナウイルス

感染症の影響が翌連結会計年度以降３年程度続き、主たる事業である旅客自動車運送事業の市内線及び都市間高速バ

スの需要がその間徐々に回復するものの、コロナ禍前の水準までは回復しないと仮定して、会計処理に反映しており

ます。

この結果、当連結会計年度において、繰延税金資産の一部を取崩しており、法人税等調整額が492,305千円増加し

ております。 

なお、新型コロナウイルス感染症の収束時期を予想することは極めて困難であり、本感染症の影響によりバス需要

が仮定よりも大幅に減少する場合には、翌連結会計年度において追加の固定資産の減損損失や繰延税金資産の取崩し

が発生し、財政状態及び経営成績に影響を与える可能性があります。

 

（セグメント情報）

１．報告セグメントの概要 

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当

社の取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。

 当社グループは、乗合旅客自動車運送事業をはじめとする旅客自動車運送事業を基軸に、建設、清掃・警備、

不動産、観光など地域に密着した様々な事業を積極的に展開しております。

 したがって、当社グループは、事業内容を基礎とした事業の種類別セグメントから構成されており、「旅客自

動車運送事業」、「建設業」、「清掃業・警備業」、「不動産事業」、「観光事業」及び「その他の事業」の６

つを報告セグメントとしております。

 報告セグメントにおける各事業区分の事業内容は、次のとおりであります。 

(1）旅客自動車運送事業……乗合旅客自動車運送事業、貸切旅客自動車運送事業

(2）建設業……………………土木建築工事の請負及び設計監理

(3）清掃業・警備業…………建物施設総合管理、警備保障

(4）不動産事業………………土地建物の賃貸、販売及び売買の仲介

(5）観光事業…………………スキー場、ホテル業、観光施設業

(6）その他の事業……………飲食業、公衆浴場業、介護福祉事業、物品販売業、自動車教習所、サービス業（乗

車券発売）、情報記録物製造業、旅行業

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、連結財務諸表作成のために採用している会計処理の方法

と同一であります。

 報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。

 セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。
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３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報 

当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日） 

                （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
（注１） 

連結財務 
諸表計上額 
（注２）  

旅客自動車
運送事業 建設業 

清掃業・ 
警備業 不動産事業 観光事業 

その他の 
事業 合計 

売上高                  

外部顧客に対する売上
高 

13,693,258 10,347,996 1,877,334 448,394 720,048 1,544,704 28,631,736 － 28,631,736 

セグメント間の内部売
上高又は振替高 66,780 199,911 1,144,909 336,530 5,382 827,257 2,580,772 △2,580,772 － 

計 13,760,039 10,547,907 3,022,243 784,925 725,430 2,371,962 31,212,509 △2,580,772 28,631,736 

セグメント利益又はセグ
メント損失（△） △4,229,375 348,885 125,454 386,320 △660,088 △116,905 △4,145,709 15,879 △4,129,830 

セグメント資産 14,754,053 4,658,392 1,449,939 5,005,862 2,591,182 1,545,077 30,004,508 8,659,836 38,664,344 

その他の項目                  

減価償却費 1,940,217 33,044 27,232 114,663 160,496 39,348 2,315,003 △45,669 2,269,334 

減損損失 － 103 － 573 127,825 523 129,026 △13,432 115,593 

有形固定資産及び無形
固定資産の増加額 360,175 27,291 28,095 16,987 21,103 26,019 479,672 △30,011 449,661 

 （注）１．調整額は、以下のとおりであります。

(1）セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。

(2）セグメント資産の調整額は、セグメント間取引消去及び各報告セグメントに帰属しない全社資産でありま

す。

(3）減価償却費、減損損失の調整額は、未実現損益の調整額であります。

(4）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額は、未実現損益の調整額であります。

２．セグメント利益又はセグメント損失（△）は、連結損益計算書の営業損失と一致しております。
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（１株当たり情報）

当連結会計年度
（自 2020年４月１日
   至 2021年３月31日）

１株当たり純資産額 10,429.49円 

１株当たり当期純損失（△） △859.15円

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(注) 算定上の基礎 

１.１株当たり純資産額 

項目
当連結会計年度末
(2021年３月31日)

連結貸借対照表の純資産の部の合計額(千円) 27,691,582

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 395,405

(うち非支配株主持分(千円)) (395,405)

普通株式に係る純資産額(千円) 27,296,176

普通株式の発行済株式数(株) 3,146,000

普通株式の自己株式数(株) 528,789

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の数(株) 2,617,211

 

２.１株当たり当期純損失 

項目
当連結会計年度

(自 2020年４月１日
至 2021年３月31日)

親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千円) △2,248,687

普通株主に帰属しない金額(千円) －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純損失(△)(千

円)
△2,248,687

普通株式の期中平均株式数(株) 2,617,332

 

 

 

（重要な後発事象）

当連結会計年度（自 2020年４月１日 至 2021年３月31日）

 記載すべき事項は、ありません。
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